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 群
  青
 の
夜
明
け

ぐ
ん
 
じ
ょ
う

阿
品
の
海
岸
線
か
ら
瀬
戸
内
海
を
望
む
。
ホ
タ
テ
の
貝
殻
に
付
着
さ
せ
た
カ
キ
の
稚
貝
は
、

抑
制
棚
と
呼
ば
れ
る
沿
岸
の
棚
に
移
さ
れ
る
。
海
水
に
浸
か
っ
て
い
る
時
間
を
短
く
し
、

成
長
を
抑
制
、
抵
抗
力
を
つ
け
る
た
め
だ
。

見
慣
れ
た
景
色
も
、
見
方
に
よ
っ
て
そ
の
表
情
を
変
え
る
。
当
た
り
前
に
存
在
す
る
も

の
の
価
値
を
も
う
一
度
見
直
す
こ
と
も
必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

今
年
、
市
政
２
５
周
年
を
迎
え
る
廿
日
市
市
。
住
ん
で
い
る
地
域
を
見
直
し
て
み
る
と
、

ほ
か
に
は
な
い
「
ス
テ
キ
な
も
の
」
が
き
っ
と
そ
こ
に
あ
る
は
ず
だ
。

特
 集

  笑
顔
と
活
力
の
あ
る
ま
ち
へ
―

　
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
た
暮
ら
し
や
す
い
豊
か
な
地
域
社
会

　
―
特
集
６
～
９
ペ
ー
ジ
―
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New Year　2013

　

市
民
の
皆
さ
ま
、
新
年
明
け
ま
し

て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝

か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
謹

ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
日
頃
か
ら
、
市
政
の
推
進

に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
し
て
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
の
本
市
を
振
り
返
っ

て
み
ま
す
と
、
嚴
島
神
社
を
造
営 

し
、
武
士
の
時
代
を
切
り
開
い
た

「
平
清
盛
」
を
主
人
公
と
し
た
、
大

河
ド
ラ
マ
が
放
映
さ
れ
た
こ
と
も
あ

り
、
宮
島
に
過
去
最
多
の
４
０
０
万

人
を
超
え
る
皆
さ
ま
に
お
越
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
宮
島
を
核
と
し
た

本
市
の
魅
力
を
国
内
外
に
発
信
す
る

こ
と
で
、
よ
り
多
く
の
皆
さ
ま
を

「
お
も
て
な
し
」
の
気
持
ち
を
持
っ

て
お
迎
え
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
に

ぎ
わ
い
を
地
域
の
活
性
化
や
商
工
業

の
振
興
に
結
び
付
け
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
７
月
に
は
、
ミ
ヤ
ジ
マ
ト

ン
ボ
の
生
息
地
で
あ
る
宮
島
の
湿
地

が
、
瀬
戸
内
海
で
は
初
め
て
ラ
ム

サ
ー
ル
条
約
に
登
録
さ
れ
た
こ
と
で
、

１
９
９
６
年
（
平
成
８
年
）
の
世
界

文
化
遺
産
へ
の
登
録
に
加
え
、
ま
た

一
つ
、
世
界
的
な
魅
力
が
増
え
ま
し

た
。

　

こ
れ
を
契
機
と
し
て
、
よ
り
一
層
、

本
市
の
各
地
に
点
在
し
て
い
る
歴
史
・

文
化
の
保
存
や
環
境
の
保
全
な
ど
に

努
め
、
そ
れ
ら
を
次
の
世
代
に
つ
な
い

で
い
け
る
よ
う
、
各
種
団
体
や
地
域
の

皆
さ
ま
と
と
も
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
今
、
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
が

多
い
中
、
夏
に
行
わ
れ
た
ロ
ン
ド
ン
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
柔
道
で
銀
メ
ダ
ル

を
獲
得
し
た
平
岡
選
手
や
、
佐
伯
国

際
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
ラ
ン
ド
で
練
習
を
積

ま
れ
た
石
津
選
手
を
は
じ
め
と
す
る
日

本
選
手
団
の
活
躍
は
、
私
た
ち
国
民

に
大
き
な
感
動
を
与
え
て
く
れ
る
と
と

も
に
、
子
ど
も
た
ち
に
も
夢
や
希
望

を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

本
市
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
家
庭

や
地
域
の
皆
様
と
の
連
携
を
よ
り
一

層
深
め
、
自
分
の
夢
に
向
か
っ
て
羽

ば
た
く
子
ど
も
た
ち
を
支
援
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
は
本
市
が
市
制
を
施

行
し
て
か
ら　

周
年
を
迎
え
ま
す
。

２５

　

こ
の
間
、
市
役
所
新
庁
舎
・
文
化

セ
ン
タ
ー
の
建
設
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
の
マ
ス
タ
ー
ト
ン
と
の
姉
妹
都

市
提
携
や
フ
ラ
ン
ス
の
モ
ン
･
サ
ン

＝
ミ
ッ
シ
ェ
ル
と
の
観
光
友
好
都
市

提
携
、
宮
島
水
族
館
「
み
や
じ
マ
リ

ン
」
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
な
ど
、

数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
思
い
出
が
詰

ま
っ
た　

年
間
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

２５

　

特
に
、
平
成　

年
の
佐
伯
町
・
吉

１５

和
村
、
平
成　

年
の
大
野
町
・
宮
島

１７

町
と
の
合
併
は
感
慨
深
く
、
瀬
戸
内

海
か
ら
西
中
国
山
地
に
至
る
豊
か
な

自
然
、
悠
久
の
歴
史
と
伝
統
、
多
様

な
産
業
・
文
化
に
恵
ま
れ
た
都
市
と

な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
何
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
知

識
や
経
験
を
持
つ
市
民
の
皆
さ
ま
や
、

各
地
域
で
育
ま
れ
て
き
た
地
域
力
こ

そ
が
本
市
の
宝
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら

の
ま
ち
づ
く
り
を
持
続
発
展
さ
せ
る

源
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

平
成　

年
に
策
定
し
た
第
５
次
廿

２１

日
市
市
総
合
計
画
は
、
昨
年
か
ら
後

期
基
本
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り

ま
す
が
、
前
期
基
本
計
画
に
引
き
続

い
て
、
本
市
の
特
性
を
つ
な
ぎ
、
守

り
、
生
か
し
て
い
く
こ
と
で
「
住
み

続
け
た
い
ま
ち
」
「
活
力
の
あ
る
ま

ち
」
と
な
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
施

策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
つ
な
が
り
を
育
み
な
が 

ら
、
市
民
同
士
、
市
民
と
行
政
が
一

体
と
な
っ
て
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
こ 

と
を
う
た
っ
た
「
協
働
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
基
本
条
例
」
を
施
行
し
ま
し

た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
条
例
の
趣
旨

に
沿
っ
て
、
「
笑
顔
と
活
力
に
満
ち
た

元
気
な
は
つ
か
い
ち
」
を
皆
さ
ま
と

築
き
、
新
た
な
歴
史
を
市
民
の
皆
さ

ま
と
と
も
に
刻
ん
で
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
新
し
い
年
が
市
民
の
皆

さ
ま
に
と
り
ま
し
て
、
健
康
で
喜
び

と
幸
せ
に
満
ち
溢
れ
た
１
年
と
な
り

ま
す
こ
と
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま

し
て
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ　
　　　

廿
日
市
市
長　

眞
野　　
勝
弘

3

廿
日
市
市
長　

眞
野　

勝
弘

謹
ん
で
、

新
春
の
お
慶
び
を　

申
し
上
げ
ま
す

3
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お
知
ら
せ

44

「
平
清
盛
館
」 

 

１
月　

日
梢祝
 

ま
で
！

１４

大
河
ド
ラ
マ
「
平
清
盛
」

廿
日
市
市
推
進
協
議
会
☎
運
９
１
３
０

　

大
河
ド
ラ
マ
「
平
清
盛
」
の
放
映

を
契
機
に
開
催
し
て
い
る
、
宮
島
歴

史
民
俗
資
料
館
企
画
展
示
「
平
清
盛

館
」
を
平
成　

年
１
月　

日
梢祝
 

ま
で

２５

１４

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

平
清
盛
と
宮
島
に
関
わ
る
オ
リ
ジ

ナ
ル
映
像
を
は
じ
め
、
貴
重
な
浮
世

絵
な
ど
の
多
彩
な
資
料
や
大
河
ド
ラ

マ
で
使
用
さ
れ
た
衣
装
・
小
道
具
な

ど
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

期
間
限
定
で
開
催
し
て
い
ま
す
の

で
、
是
非
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

開
館
時
間　

８
時
～　

時
（
最
終
入

１７

館　

時　

分
）

１６

３０

休　

日　

な
し

料　

金　

大
人
５
０
０
円

　
　
　
　

小
中
高
生
２
５
０
円

※
展
示
替
え
の
た
め
、
１
月　

日
梢火
 
１５

か
ら
一
時
休
館
し
ま
す

市役所・各支所の代表
電話番号・ファクス番
号は次のとおりです。

市役所
☎欝０００１
鯖荏１０５９

佐伯支所
☎演１１１１
鯖演０４１５

吉和支所
☎猿２１１１
鯖猿２０７８

大野支所
☎駅２０００
鯖駅１３０７

宮島支所
☎瑛２０００
鯖瑛２１９６

廿
日
市
市
連
続
公
開
講
座  

第
４
回
地
域
学
セ
ミ
ナ
ー

総
合
政
策
課　

政
策
企
画
係

☎
運
９
１
２
０

　

地
域
資
源
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
地
域
学
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

と　

き　

１
月　

日
梢土
 
　

時
～　

時

１９

１４

１５

と
こ
ろ　

廿
日
市
市
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
２
階

内　

容　

宮
島
観
光
の
現
状
と
課
題

講　

師　

宮
島
観
光
協
会
会
長

　
　
　
　
 
中
村  
靖
富
満 
さ
ん

な
か
む
ら 

や
す
ふ
み

申
込
締
切　

１
月　

日
梢木
 
１７

申
込
方
法　

総
合
政
策
課
ま
で
電
話
で

※
受
講
料
無
料
。
駐
車
場
が
少
な
い

た
め
、
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し

て
く
だ
さ
い

新
春
恒
例　

消
防
出
初
式

消
防
本
部　

警
防
課
☎
運
９
２
３
３

と　

き　

１
月　

日
梢日
 
　

時
～　

時

１３

１０

１２

と
こ
ろ　

昭
北
グ
ラ
ウ
ン
ド

※
会
場
周
辺
の
道
路
は
、
駐
車
禁
止

で
す
。
車
で
来
場
す
る
場
合
は
、

係
員
の
誘
導
に
従
っ
て
く
だ
さ
い

内　

容　

消
防
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る

上
空
広
報
、
入
場
パ
レ
ー
ド
、
消
防
団
員

表
彰
、
公
開
訓
練
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

※
雨
天
の
場
合
は
、
消
防
団
員
表
彰

の
み　

時　

分
か
ら
さ
く
ら
ぴ
あ

１０

３０

小
ホ
ー
ル
で
行
い
ま
す
。
テ
レ
ホ

ン
ガ
イ
ド
☎
雲
２
５
４
８

講
座
・
催
し

ひ
ろ
し
ま
男
子
駅
伝

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課　

文
化
ス
ポ
ー
ツ

振
興
係
☎
運
９
２
０
６

　

広
島
市
・
廿
日
市
市
間
を
往
復
す

る
、
天
皇
盃　

第　

回
全
国
都
道
府

１８

県
対
抗
男
子
駅
伝
競
走
大
会
（
全
７

区
間　

㎞
）
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

４８

　

市
内
で
は
、
国
道
２
号
（
宮
島
街

道
）
の
第
３
区
、
第
４
区
お
よ
び
第

５
区
を
各
選
手
が
走
り
、
第
３
中
継

所
（
宮
島
口
桟
橋
前
ロ
ー
タ
リ
ー
）、

第
４
中
継
所
（
Ｊ
Ｒ
阿
品
駅
南
）
で

は
「
た
す
き
リ
レ
ー
」
が
行
わ
れ
ま

す
。
熱
い
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

と　

き　

１
月　

日
梢日
 
　

時　

分

２０

１２

３０

と
こ
ろ　

平
和
記
念
公
園
前
ス
タ
ー
ト

交
通
規
制　
　

時
～　

時
ご
ろ
ま
で

１２

１５

※
雨
天
決
行

吉
和
大
と
ん
ど
ま
つ
り

は
つ
か
い
ち
観
光
協
会
吉
和
支
部

☎
猿
２
４
０
４

と　

き　

１
月　

日
梢土
 
　

時
～

１２

１５

と
こ
ろ　

吉
和
グ
ラ
ウ
ン
ド

内　

容　

高
さ　

メ
ー
ト
ル
を
超
え

２０

る
迫
力
の
あ
る
大
と
ん
ど
の
ほ
か
、

催
し
な
ど
が
あ
り
ま
す

参
加
料　

無
料

※
駐
車
場
有
り
。
荒
天
の
場
合
中
止

（
小
雨
決
行
）

バ
ー
ド

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

と　

き　

１
月
６
日
掌　

時
～　

時

１０

１２

と
こ
ろ　

お
お
の
自
然
観
察
の
森

予
約
不
要

小
雨
決
行

講
師

野
鳥
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

柚
山
政
之
さ
ん

　

お
お
の
自
然
観
察
の
森
で
は
、
冬
鳥
の
オ
シ
ド
リ
、
マ
ガ
モ

な
ど
が
見
ら
れ
ま
す
。
自
然
と
触
れ
合
え
、
心
な
ご
む
バ
ー
ド

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
と
お
し
て
自
然
を
実
感
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
合
せ

お
お
の
自
然
観
察
の
森

☎
駅
３
０
０
０

育児休業代替任期付職員の登録試験
育児休業を取得する職員の代替として勤務する「育児休業代替任期付職員」の名簿登録者を募集します。

募集要領

第２次試験
日

第１次試験日
受験申込書の
受付締切日

受験資格合格予定人数職　種

２月１６日松
または
２月１７日掌

１月２７日掌
１月１６日昌
〈必着〉

昭和４７年４月２日以後に生まれた人２０人程度行政事務

昭和４２年４月２日以後に生まれ、本市が指定する職務
経験を５年以上有する人

３人程度土木技師

昭和３２年４月２日以後に生まれ、保健師の免許を有する人１０人程度保健師

昭和４２年４月２日以後に生まれ、保育士の資格を有する人２５人程度保育士

※土木技師の受験資格の本市が指定する職務経験について
土木に関する大学、短大及び高等専門学校の学部または学科を卒業し、土木に関する次のいずれかの職務経験が５年以上ある人
①改修・整備など・土木工事の設計・積算・審査
②土木工事の実施計画・管理・検査、補修・改修・整備などの施工管理
※勤務経験が５年とは、勤務先での勤務時間が週３０時間以上で、連続した１か月以上の休業期間は職務経験に含むことができません

採用予定日・任用期間など
　合格者は、採用候補者名簿に登録し、職員から育児休業の請求があった場合に、その請求期間を限度として任期を定めて採用しま
す。採用候補者名簿の登載期間は平成２８年３月３１日昭までです。職員の育児休業の取得状況によっては、名簿に登載しても採用さ
れない場合があります。

　任期はおおむね１年以上３年未満で、採用時に決定します。なお、任期付職員の給与・手当などは職員とおおむね同等です。
試験会場　廿日市市役所
受験案内・申込書の配布場所
　市役所（１階記載案内、３階人事課）、各支所地域づくり推進担当課、各市民センター（公民館）、あいプラザ、各保育園
※試験科目・勤務条件などの詳細については、受験案内および市のホームページで確認してください
問合せ　市役所人事課人事研修係☎運９１０４

宮島おもてなし隊も「平清盛館」近くで
お待ちしています。
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一
般
情
報

5

　
　
　

お
知
ら
せ

母
子
家
庭
自
立
支
援 

 

教
育
訓
練
給
付
金

児
童
課　

児
童
家
庭
係
☎
運
９
１
５
３

　

母
子
家
庭
の
母
が
就
労
に
必
要
な

技
能
や
資
格
を
取
得
す
る
た
め
指
定

さ
れ
た
教
育
訓
練
講
座
を
受
講
し
修

了
し
た
場
合
、
支
払
っ
た
経
費
の　
２０

％
（
４
、０
０
１
円
以
上
で　

万
円

１０

を
上
限
）
を
支
給
し
ま
す
。

対
象
者
の
要
件

　

次
の
す
べ
て
を
満
た
す
廿
日
市
市

に
在
住
す
る
母
子
家
庭
の
母

◆
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る
、

ま
た
は
同
様
の
所
得
水
準
に
あ
る
人

◆
雇
用
保
険
法
の
教
育
訓
練
給
付
の

受
給
資
格
の
な
い
人

◆
教
育
訓
練
を
受
講
す
る
こ
と
が
適

職
に
就
く
た
め
に
必
要
で
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
人

◆
過
去
に
こ
の
給
付
金
を
受
給
し
て

い
な
い
人

対
象
講
座

◆
雇
用
保
険
制
度
の
教
育
訓
練
給
付

の
指
定
教
育
講
座

◆
厚
生
労
働
省
が
別
に
指
定
す
る
、

就
業
に
結
び
つ
く
可
能
性
の
高
い

講
座

　

こ
の
制
度
で
は
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
・
医
療
事
務
な
ど
専
門
的
知
識
、

能
力
の
向
上
に
役
立
つ
多
彩
な
講
座

が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
指
定
講
座

は
つ
か
い
ち
市
民
図
書
館

☎
欝
０
３
３
３

開
館
時
間

月
～
金
曜
日　

９
時
～　

時
１９

土
・
日
・
祝
・
休
日　
　

時
～　

時

１０

１８

１
月
の

休
館
日

１
日
抄
、２
日
昌
、３
日
昭

４
日
晶
、　

日
昭

２４

大
野
図
書
館
☎
益
１
１
２
０

さ
い
き
図
書
館
☎
演
１
０
１
１

開
館
時
間
　

時
～　

時

１０

１８

１
月
の

休
館
日

１
日
抄
、２
日
昌
、３
日
昭
、４
日
晶
、７
日
捷

　

日
昇
、　

日
捷
、　

日
昭
、　

日
捷

１５

２１

２４

２８

図　

書　

館

◆
各
市
民
セ
ン
タ
ー
や
市
の
指
定
登

録
販
売
店
に
あ
る
申
込
用
紙
及
び

誓
約
書
を
記
入
し
、
郵
送
で

〒
７
３
８
―
８
５
０
１（
住
所
不
要
）

廿
日
市
市
役
所
環
境
政
策
課
廃
棄
物

対
策
係

申
込
期
間　

１
月　

日
梢木
 

ま
で

３１

※
予
算
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

補
助
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す

購
入
方
法　

補
助
が
決
定
し
た
人
に

は
「
補
助
金
交
付
決
定
通
知
書
」

を
郵
送
し
ま
す
。
そ
の
通
知
書
と

申
し
込
み
時
の
印
鑑
を
持
っ
て
、

２
月　

日
梢木
 

ま
で
に
市
の
指
定
登

２８

録
販
売
店
で
購
入
し
て
く
だ
さ
い
。

（
販
売
価
格
か
ら
補
助
金
を
差
し

引
い
た
金
額
を
支
払
っ
て
く
だ
さ
い
）

電
動
生
ご
み
処
理
機
の 
 

モ
ニ
タ
ー
募
集

環
境
政
策
課　

廃
棄
物
対
策
係

☎
運
９
１
３
３

　

市
で
は
、
ご
み
の
減
量
化
を
促
進

す
る
た
め
、
家
庭
用
電
動
生
ご
み
処

理
機
（
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ー
式
は
対
象

外
）
を
購
入
後
、
使
用
状
況
の
モ
ニ

タ
ー
調
査
に
協
力
し
て
く
だ
さ
る
人

に
対
し
て
、
購
入
費
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

対　

象　

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
居

住
し
て
い
る
人（
事
業
者
は
除
く
）

で
、
一
世
帯
当
た
り
１
台
ま
で
。

※
平
成　

年
３
月　

日
以
前
に
電
動

２３

３１

生
ご
み
処
理
機
ま
た
は
コ
ン
ポ
ス

ト
容
器
購
入
費
の
補
助
を
受
け
て

い
る
人
も
、
平
成　

年
４
月
１
日

２３

以
降
に
電
動
生
ご
み
処
理
機
購
入

費
の
補
助
を
受
け
て
い
な
い
場
合

は
対
象
と
な
り
ま
す

モ
ニ
タ
ー
期
間　

購
入
後
約
３
年
間

補
助
金
額　

家
庭
用
電
動
生
ご
み
処

理
機
購
入
金
額
の
２
分
の
１
（
上

限
３
万
円
、
１
０
０
円
未
満
は
切

り
捨
て
）

申
込
方
法　

次
の
い
ず
れ
か
の
方
法

で
。
い
ず
れ
も
印
鑑
（
ゴ
ム
製
不

可
）
が
必
要
で
す
。

◆
市
役
所
６
階
環
境
政
策
課
、
ま
た

は
各
支
所
担
当
課
の
窓
口
で

　
　
　
　

１
階
大
研
修
室

案
の
縦
覧　

広
島
圏
都
市
計
画
道
路

畑
口
寺
田
線
の
変
更
案
に
つ
い
て

縦
覧
を
行
い
ま
す
。

縦
覧
期
間　

１
月
７
日
梢月
 

～　

日
梢月
 
２１

ま
で

縦
覧
場
所　

広
島
県
庁
都
市
計
画
課

お
よ
び
市
役
所
６
階
都
市
計
画
課

意
見
書
の
提
出　

こ
の
案
に
つ
い
て

意
見
の
あ
る
人
は
、
縦
覧
期
間
内

に
意
見
書
の
提
出
が
可
能
で
す
。

意
見
、
名
前
、
住
所
、
利
害
関
係

の
内
容
、
提
出
日
を
記
入
し
、
次

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
郵
送

の
場
合
は
最
終
日
の
消
印
有
効
）

〒
７
３
０
―
８
５
１
１

広
島
市
中
区
基
町　

―　
１０

５２

広
島
県
都
市
計
画
課
ま
た
は

〒
７
３
８
―
８
５
０
１（
住
所
不
要
）

廿
日
市
市
都
市
計
画
課

都
市
計
画
の
変
更
案
に
関
す
る 

説
明
会
お
よ
び
縦
覧

都
市
計
画
課　

都
市
計
画
係

☎
運
９
１
９
０

案
の
説
明
会

　

先
月
開
催
し
た
「
都
市
計
画
道
路

畑
口
寺
田
線
」
の
都
市
計
画
の
変
更

案
に
関
す
る
説
明
会
で
説
明
し
た
変

更
案
に
つ
い
て
、
一
部
修
正
（
北
側

副
道
へ
の
歩
道
区
域
の
追
加
）
し
た

案
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

と　

き　

１
月
６
日
梢日
 
　

時
～

１４

と
こ
ろ　

佐
方
市
民
セ
ン
タ
ー

は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

申
請
す
る
前
に
、
必
ず
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

１月のおはなし会
対　象と　きところ

乳幼児１８日晶
１１：００～

はつかいち
市民図書館

小さい子の
ためのおは
なし会

幼児・
小学校
低学年

１２日松・２６日松
１１：００～

はつかいち
市民図書館

おはなし会 ２６日松
１４：００～大野図書館

１２日松
１０：３０～さいき図書館

乳幼児
～大人

１９日松
１１：００～

はつかいち
市民図書館

ストーリー
テリングの
おはなし会

平成２４年１２月１日号の解答は、

　「しあわせ」です。
人権クロスワードの答え
問合せ　人権・男女共同推進課
　啓発・推進係☎運９１３６

募　
　

集

福
祉
・
健
康

補
装
具
相
談
（
判
定
）
会

障
害
福
祉
課　

自
立
支
援
係

☎
運
９
１
２
８

　

身
体
障
害
者
手
帳
を
持
つ
肢
体
不

自
由
ま
た
は
聴
覚
障
が
い
の
人
の
補

装
具
に
つ
い
て
、
相
談
（
判
定
）
会

を
行
い
ま
す
。

※
要
予
約

と　

き

・
聴
覚
障
が
い
者　

３
月
６
日
梢水
 

・
肢
体
不
自
由
者　

３
月　

日
梢木
 
１４

受　

付　
　

時
～　

時

１３

１４

と
こ
ろ　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

対
象
品
目

・
聴
覚
障
が
い
者　

補
聴
器

・
肢
体
不
自
由
者　

車
椅
子
（
手
押

し
型
レ
デ
ィ
メ
イ
ド
を
除
く
）、

電
動
車
椅
子
、
座
位
保
持
装
置
、

義
肢
、
装
具

申
込
先　

市
役
所
１
階
障
害
福
祉
課

ま
た
は
各
支
所
ま
で
直
接
来
庁
し

て
く
だ
さ
い

申
込
締
切

・
聴
覚
障
が
い
者　

２
月　

日
梢水
 
２０

・
肢
体
不
自
由
者　

２
月　

日
梢木
 
２８



6

問合せ　協働推進課　協働推進係☎荏３８１０

「まち」に愛着を持つ人

「まち」を暮らしやすくしたいと考えている人

「まち」をフィールドとして行動するボランティア、

　　　　　　　　　　　　市民活動、ＮＰＯに参加している人

「まち」で学ぶ人

「まち」で働く人
　

それぞれが多様なベクトルを持っています。

その「方向」や「思い」はいろいろあるけれど･･･
　

みんながつながって動き始めると、「まち」が動き始める―
　

今月は、その可能性を紹介します。

笑顔と活力のあるまちへ―
特 集

―特集　９ページまで―

つながりを大切にした暮らしやすい豊かな地域社会

7

　

廿
日
市
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協

議
会
、
廿
日
市
市
郷
土
文
化
研
究
会
そ

し
て
中
央
市
民
セ
ン
タ
ー
の
３
つ
の
団

体
か
ら
構
成
さ
れ
る
は
つ
か
い
ち
塾
。

　

従
来
の
縦
割
り
で
の
行
事
の
開
催
で

は
な
く
、
日
ご
ろ
の
活
動
で
培
っ
た
つ

な
が
り
を
生
か
し
、「
街
道
ま
つ
り
」
の

開
催
に
取
り
組
ん
だ
。
開
催
日
も
含
め
、

他
地
区
や
他
の
団
体
と
協
力
す
る
こ
と

で
、
ま
つ
り
に
よ
り
多
く
の
人
を
呼
び

込
む
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
他
地
域
の

地
域
資
源
も
広
く
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
と

い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。

　

郷
土
文
化
研
究
会
で
副
会
長
を
務
め

る
正
木
康
章
さ
ん
は
、「
廿
日
市
は
、
古

く
か
ら
西
国
街
道
や
津
和
野
街
道
と
関

係
が
深
く
、
興
味
深
い
歴
史
も
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
そ
の
街
道
を
拠
点
に
、

何
か
で
き
な
い
か
と
思
っ
た
ん
で
す
」

と
話
す
。

　

ま
つ
り
の
当
日
は
、
郷
土
文
化
研
究

会
に
よ
る
歴
史
講
座
の
ほ
か
、
４
０
０

年
前
に
敷
か
れ
た
石
畳
が
今
も
残
る
津

和
野
街
道
ゆ
か
り
の
街
道
弁
当
の
販
売

や
、
宿
場
町
廿
日
市
の
桶
ず
し
、
栗
栖

子
ど
も
神
楽
団
に
よ
る
神
楽
、
地
御
前

餅
つ
き
音
頭
な
ど
を
披
露
し
た
。

　

「
お
互
い
の
地
域
の

良
さ
を
認
め
合
う
こ
と

で
、
ス
ム
ー
ズ
に
活
動
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
地
域
資
源
は
ど
こ
の

地
域
に
も
必
ず
存
在
す
る
も
の
で
す
が
、

意
外
と
気
付
か
な
い
も
の
な
ん
で
す
。

他
地
域
の
人
に
指
摘
さ
れ
て
初
め
て
自

分
た
ち
の
地
域
の
良
さ
に
気
付
く
こ
と

も
あ
り
ま
す
」
。

　

先
の
震
災
で
は
『
絆
』
と
い
う
言
葉

が
注
目
さ
れ
た
が
、
み
ん
な
を
結
ぶ
と

い
う
こ
と
で
『 
結 
』
と
い
う
言
葉
を
意

ゆ
い

識
し
た
と
い
う
正
木
さ
ん
。

　

「
各
地
域
に
は
そ
れ
ぞ
れ
オ
リ
ジ
ナ 

ル
の
良
さ
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
楽

し
く
な
い
と
何
に
も
で
き
ま
せ
ん
。
す

べ
て
が
一
方
向
に
向
か
っ
て
行
か
な
く

て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
が
目
的
意
識
を
持
っ

て
進
ん
で
い
け
ば
、
良
い
も
の
が
で
き
る

と
思
っ
て
い

ま
す
」
。

　

廿
日
市
市
で
は
、
地
域
社
会
の
発
展

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
４
つ
の

大
学
と
包
括
的
・
協
力
協
定
を
締
結
し

て
い
る
。
そ
の
ひ
と
つ
、
日
赤
看
護
大

学
で
は
、
平
成　

年
に
協
定
を
締
結
し
、

２１

こ
れ
ま
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

同
大
学
が
あ
る
阿
品
台
地
区
を
中
心

に
、
学
生
が
子
育
て
サ
ロ
ン
や
高
齢
者

の
サ
ロ
ン
へ
の
参
加
や
家
庭
訪
問
な
ど

の
実
習
を
行
っ
て
い
る
。

　

保
健
師
を
養
成
す
る
地
域
看
護
学
教

授
の
眞
﨑
直
子
さ
ん
は
、
「
学
生
た
ち

は
、
自
分
た
ち
が
地
域
と
大
学
を
つ
な

ぐ
資
源
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
て
実
習

に
臨
ん
で
い
ま
す
。
地
域
の
人
と
接
す

る
こ
と
で
学
生
の
意
識
も
変
わ
り
、
住

ん
で
い
る
地
域
の
こ
と
も
考
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
」
と
話
す
。

　

以
前
は
、
地
域
に
出
て
行
く
こ
と
に

不
安
も
あ
っ
た
そ
う
だ
が
、
「
大
学
が

ど
う
い
っ
た
こ
と
を
し
て
い
る
か
発
信

し
、
そ
れ
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、

よ
り
良
い
関
係
が
作
れ
て
い
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。
学
生
も
地
域
の
目
を
感
じ
、

地
域
づ
く
り
を
学
ぶ
こ
と
で
『
生
き
た

学
習
』
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
」。

　

病
院
か
ら
退
院
し
た

患
者
さ
ん
が
、
地
域
で

ど
の
よ
う
な
暮
ら
し
を
行
っ
て
い
る
の

か
、
地
域
で
の
実
習
を
通
し
て
理
解
で

き
た
学
生
も
い
る
と
の
こ
と
。

　

「
学
生
た
ち
は
過
密
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

の
中
、
自
主
的
に
地
域
に
出
る
こ
と
は

な
か
な
か
難
し
い
で
す
。
し
か
し
、
授

業
と
し
て
地
域
で
の
活
動
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
計
画
す
る
仕
組
み
を
整
え
る
こ
と

で
、
継
続
性
が
生
ま
れ
、
実
習
終
了
後

も
地
域
に
関
わ
り
続
け
た
い
と
い
う
積

極
性
に
も
つ
な
が
り
ま
す
」。

　

学
生
が
来
て
く
れ
る
こ
と
を
地
域
の

皆
さ
ん
も
大
歓
迎
し
て
い
る
そ
う
。

　

「
血
圧
を
測
る
だ
け
の
訪
問
で
も
、 

高
齢
者
に
と
っ
て
は
普
段
の
生
活
に
メ

リ
ハ
リ
が
出
た
り
、
ま
た
、
学
生
た
ち

も
そ
れ
を
感
じ
た
り
し
て
、
お
互
い
に

よ
い
刺
激
に

な

っ

て

い

ま
す
」。

はつかいち塾
廿日市市郷土文化研究会　副会長

まさき・やすあき　　

正木　康章さん

地
域
の
資
源
を

持
ち
寄
り
、

強
み
を
生
か
し
合
う

１
■
は
つ
か
い
ち
塾
の
取
り
組
み
か
ら

‐‐

専
門
性
と

若
い
力
を

地
域
に
注
ぎ
込
む

２
■
日
本
赤
十
字
広
島
看
護
大
学
の

　

取
り
組
み
か
ら

‐‐

日本赤十字広島看護大学
地域看護学　教授
まさき・なおこ　　　

眞﨑　直子さん

１２月７日に阿品市民センターで行われ
た０歳児のママたちの「茶話やか（さ
わやか）サロン」でのひとコマ。学生
が講師となり小さい子が誤飲したとき
の対処法などを説明した。

郷土文化研究会では、広島工業大学と連携し
ｉＰａｄを使った歴史散策に取り組んでいる。１１月
２５日、まつりの当日、講師の広島工業大学の
三好孝治准教授や学生と一緒に、大正時代の
町家地図の入ったｉＰａｄを見ながら、まち歩き
を楽しんだ。

特 集

  笑顔と活力のあるまちへ―　つながりを大切にした暮らしやすい豊かな地域社会
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ウェブページ作成のチームを組
み、依頼者であるＮＰＯ団体に
ヒアリング、中間提案をするプロ
ボノワーカー。

ス
キ
ル
を
生
か
し
た

新
し
い
カ
タ
チ
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

3
■
ひ
ろ
し
ま
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
の

　

取
り
組
み
か
ら

‐‐

特定非営利活動法人

ひろしまＮＰＯセンター
プロジェクトマネージャー

まつむら・わたる　

松村　渉さん

企
業
の
チ
カ
ラ
で

地
域
を
活
性
化

4‐‐

カルビー㈱　西日本事業本部
市場開発課　社会貢献委員
ちくもと・てつじ　　　

筑本　哲司さん

　

今
、
自
分
の
持
っ
て
い
る
知
識
や
ス

キ
ル
を
生
か
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

が
で
き
る
「
プ
ロ
ボ
ノ
」
と
呼
ば
れ
る

新
し
い
カ
タ
チ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
広

が
り
を
見
せ
て
い
る
。

　

「
プ
ロ
ボ
ノ
ワ
ー
カ
ー
」
と
し
て
登
録

し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
希
望
者
が
、
５
～

７
人
程
度
の
チ
ー
ム
を
編
成
し
、
平
日

の
夜
や
土
日
な
ど
を
使
っ
て
、
約
半
年

間
の
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す
る
。

　

「『
プ
ロ
ボ
ノ
ワ
ー
カ
ー
』
は
、
自
分

の
ス
キ
ル
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
普
段
と
は
違

う
環
境
で
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ

れ
が
社
会
課
題
の
解
決
に
結
び
つ
い
て

い
ま
す
。
普
段
は
出
会
わ
な
い
よ
う
な

方
と
接
し
た
り
、
知
ら
な
い
世
界
に
触

れ
る
こ
と
で
、
『
社
会
』
の
見
え
方
が

変
わ
り
、
自
分
の
仕
事
や
人
生
に
も
生

か
せ
る
と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
ん

で
す
」
と
ひ
ろ
し
ま
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー

の
松
村
渉
さ
ん
。

　

「『
こ
う
な
っ
た
ら
い
い
な
』
と
思
え
る

よ
う
な
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
個

人
よ
り
も
組
織
の
ほ
う
が
活
動
し
や
す

い
で
す
ね
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
は
、
社
会
を
変

え
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
可
能
性
を
感
じ

て
い
ま
す
。
ひ
ろ
し
ま
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー

は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
支
援
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
す
。

社
会
資
源
で
あ
る
ス
キ
ル
を
持
っ
た
人
と

Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
つ
な
ぐ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
役
と

し
て
、
プ
ロ
ボ
ノ
活
動
も
行
っ
て
い
ま

す
」
と
話
す
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
し
て
活
動
す
る
た
め
に 

は
、
組
織
基
盤
の
強
化
が
欠
か
せ
な
い

と
い
う
。
「
目
に
見
え
に
く
い
部
分
で
す

が
、
し
っ
か
り
と
し
た
組
織
で
な
い
と
、

活
動
を
続
け
る
こ
と
が
難
し
く
な
る
ん
で

す
」。

　

現
在
は
プ
ロ
ボ
ノ
の
約
８
割
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
の
作
成
だ 

が
、
業
務
フ
ロ
ー
設
計
や
事
業
計
画
立

案
の
支
援
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
、

意
気
込
み
を
語
る
。

プロボノとは、ラテン語
で「公共善のために」を
意味するpro bono publico
の略。各分野の専門家が、
職業上持っている知識・
スキルや経験を生かして
社会貢献するボランティ
ア活動全般を指す。

　

阪
神
大
震
災
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力

が
確
認
さ
れ
た
よ
う
に
、
東
日
本
大
震

災
で
は
こ
れ
に
加
え
、
企
業
の
社
会
貢

献
が
注
目
さ
れ
た
。
廿
日
市
市
で
も
、

地
域
へ
の
寄
付
や
自
社
製
品
の
提
供
な

ど
と
い
っ
た
一
般
的
な
活
動
に
加
え
、

地
域
の
活
性
化
を
願
う
取
り
組
み
が
芽

生
え
始
め
て
い
る
。

　

カ
ル
ビ
ー
㈱
は
社
員
の
行
動
規
範
に

「
地
域
社
会
へ
の
貢
献
」
を
掲
げ
、
地
域

と
連
携
し
た
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

平
成　

年
か
ら
、
社
内
公
募
で
集

２１

ま
っ
た
社
長
直
轄
の
組
織
「
社
会
貢
献

委
員
会
」
を
設
置
。
中
国
地
方
で
は
、

オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
活
動
や
子
育
て
支
援

を
中
心
に
、
宮
島
の
清
掃
、
地
域
の
お

祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
な
ど
を
通

し
て
地
域
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。

　

同
社
の
社
会
貢
献
委
員
で
あ
る
筑
本

哲
司
さ
ん
は
、「
こ
の
活
動
が
始
ま
っ
て

３
年
目
で
す
が
、
企
業
も
地
域
に
暮
ら

す
一
員
と
し
て
地
域
を
盛
り
上
げ
る
必

要
が
あ
り
ま
す
」
と
話
す
。

　
　

月
に
は
、
中
央
市
民
セ
ン
タ
ー
で

１０
行
わ
れ
た
ヤ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に

初
め
て
参
加
し
、
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
で
会

場
を
盛
り
上
げ
た
。
参
加
者
か
ら
も
好

評
で
、「
若
い
社
員
も
参
加
し
、
地
域
の

人
と
身
近
に
接
す
る
こ
と
で
、
地
域
の

人
達
が
カ
ル
ビ
ー
の
こ
と
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
が
分
か
り
、
と
て

も
よ
い
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
」
と
筑
本
さ
ん
。
４
月
に
主
催
者
と

知
り
合
い
、
参
加
し
て
欲
し
い
と
言
わ

れ
た
の
が
き
っ
か
け
だ
と
の
こ
と
。

　

「
カ
ル
ビ
ー
は
広
島
発
祥
の
会
社
で
す
。

地
域
に
密
着
し
て
、
一
緒
に
汗
を
流
す

こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」
と

筑
本
さ
ん
は
強
く
語
る
。

　

ま
た
小
学
校
な
ど
を
訪
問
し
、
総
合

学
習
の
時
間
を
利
用
し
て
食
育
活
動
に

も
力
を
入
れ
て
い
る
。「
カ
ル
ビ
ー
が
こ

の
地
に
あ
る
と
い
う
こ

と
を
子
ど
も
た
ち
に
誇

り
に
思
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
な
活
動
を
こ
れ
か

ら
も
続
け
て
い
き
た
い
で

す
」。

■
カ
ル
ビ
ー
株
式
会
社
の

　

取
り
組
み
か
ら

おやつを通じて、次世代を担う
子どもたちの健やかな暮らしを
サポートしたいと、平成１５年か
ら「身近なおやつを考える」を
テーマに、小学校への出張授業
を実施している。

9

　

「
自
分
の
活
動
を
知
っ
て
も
ら
い

た
い
人
」、
「
こ
れ
か
ら
の
活
動
に

向
け
て
ヒ
ン
ト
が
ほ
し
い
人
」、

「
ピ
ン
！
と
く
る
偐
つ
な
が
り
做
を

探
し
て
い
る
人
」、
「
と
り
あ
え
ず
、

ワ
イ
ワ
イ
話
し
た
い
人
」
な
ど
、
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　

今
回
紹
介
し
た
皆
さ
ん
の
活
動

発
表
や
、
活
動
さ
れ
て
い
る
皆
さ

ん
が
元
気
に
な
る
よ
う
な
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
か
ら
の
お
話
、
交

流
タ
イ
ム
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

と　

き

　

２
月
７
日
昭　
　

時　

分
～

１８

３０

と
こ
ろ

　

廿
日
市
市
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

　

第
１
研
修
室
ほ
か

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　

Ｉ
Ｉ
Ｈ
Ｏ
Ｅ
〔
人
と
組
織
と
地

　

球
の
た
め
の
国
際
研
究
所
〕

　

代
表
者　

川
北
秀
人
さ
ん

　

詳
し
く
は
、
支
所
、
市
民
セ
ン

タ
ー
の
窓
口
に
置
い
て
あ
る
チ
ラ

シ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

まちづくり交流会
in はつかいち vol.2

～いろいろな活動を知ろう～ 

を開催します

問合せ　協働推進課　協働推進係
☎荏３８１０

「茶話やかサロン」を開催している民生委員児童委員協議会の三浦美和子さんは、「育児などで困ったこと
を相談できるので、心強く思っています」と話してくれた。１０年後、２０年後も、次の世代が笑顔で暮らせ
る「まち」でありつづけるために、専門性や若い力をまちづくりに生かす仕組みが求められている。

特 集

  笑顔と活力のあるまちへ―　つながりを大切にした暮らしやすい豊かな地域社会

　昨年４月、「廿日市市協働によるまちづ

くり基本条例」を施行しました。この条

例には、「つながりを育みながら、『はつ

かいちが好き！』と言えるまちを実現し

たい」という思いが込められています。

　２０２０年の廿日市市の高齢者の割合は

３２．１％と推測されています。これは全国

を１０年先取りした状況だそうです。こう

した人口構成の変化や地域課題の多様化

に対応し、誰もが暮らしやすいまちであ

り続けるためには、まちづくりに多くの

人が関わり、お互いにつながりながら力

を発揮していくことが、これまで以上に

大切になっています。

　今回、４つの取り組みをご紹介しまし

たが、廿日市市には、地域活動やボラン

ティア活動で培ってきた知恵とエネル

ギー、企業や学校がもつ専門的な技術な

ど、たくさんの資源があります。

　わたしたちが仕事をしている市民活動

センターは、こうした市民の力や思いを

つなぎ、皆さんが連携しながら活動に取

り組むことができるよう、協働によるま

ちづくりを進める拠点です。センターで

は、日ごろの活動で培ったノウハウを持

つ市民活動団体と市の職員が連携し、

「ネットワーク」、「相談」、「人材育成・

研修」、「情報収集・提供」、「活動拠点」

の５つの機能を発揮して、皆さんの活動

をバックアップします。

　「まちづくりに関わってみたい」、「他の

団体とつながって取り組みを広げたい」と

いう皆さんに、ぜひ利用していただきたい

と思います。

市民の力や思いをつないでカタチに

自治振興部協働推進課長・
市民活動センター所長

なかがわ・みほ　

中川　美穂



10

救急案内
●廿日市市消防本部　☎荏８１１１（休日に診療している病
院の問い合わせに応じます）

●県医療情報（救急医療Net HIROSHIMA）ホームページ
　アドレス　http://www.qq.pref.hiroshima.jp/
●救急医療案内サービス（ダイヤルインフォメーション）
　錆（０１２０）１６９９０１（通話料無料）
　受付時間　毎日／２４時間
●救急ファクシミリ１１９番　鯖１１９
●小児救急医療相談電話
　＃８０００（携帯電話またはＮＴＴのプッシュ回線から利用で
きます）または☎０８２（５０５） １３９９ 

いざきゅうきゅう

　相談受付時間　毎日／１９時～翌８時
　相談対応者　　小児科勤務の経験がある看護師（小児

科医師が支援）

１月の休日診療（在宅当番医）

※○予 は事前に予約が必要です。○電 は電話による相談も可能です
※佐伯・吉和・大野・宮島地域で実施される相談の「相談会場」、「問合せ・予約先」は緑色で記しています

問 合 せ ・ 予 約 先相 談 会 場開催時間開 催 日相　　　談

廿日市市社会福祉協議会廿日市事務局
（あいプラザ内）☎欝０７８３・鯖欝１６１６あいプラザ１３時～１６時

火･金曜日
（祝･休日を除く・１日
抄は休み）

心配ごと相談○電 
日常生活上の悩みごとや
対人関係のもつれ、困り
ごとなどの相談

同佐伯事務所（佐伯社会福祉センター内）
☎演０８６８・鯖演１００５佐伯社会福祉センター１３時～１６時１月９日昌・１６日昌・

２３日昌・３０日昌

同吉和事務所（吉和福祉センター内）
☎猿２８８３・鯖猿２５１４

吉和福祉センター
（すこやかプラザ）１３時～１６時１月９日昌・１６日昌・

２３日昌・３０日昌

同大野事務所（大野福祉保健センター内）
☎駅３２９４・鯖駅３２７５大野福祉保健センター１３時～１６時

木曜日
（祝･休日を除く・３日
昭は休み）

同宮島事務所（宮島福祉センター内）
☎瑛２７８５・鯖瑛２６６１宮島福祉センター１３時～１６時１月７日捷・２１日捷

※○予 は、１月４日晶８時３０分から前の週の金曜
日まで、廿日市事務局で受け付けます　あいプラザ１３時～１５時１月８日昇認知症介護相談○予 

大野福祉保健センター１３時～１６時１月２２日昇認知症介護相談○電 

廿日市市社会福祉協議
会各事務所９時～１７時月～金曜日

（祝・休日を除く）
ボランティア相談・
福祉総合相談○電 

障がい福祉相談センター「きらりあ」
☎欝０２２４・鯖欝０２２５

障がい福祉相談センター
（あいプラザ内）９時～１７時月～金曜日

（祝・休日を除く）
障がいに関する総合
相談○電 

廿日市市消費生活センター
☎雲１８４１・鯖雲０９９９

消費生活相談室（市役
所６階商工労政課内）

　９時～１２時、
１３時～１６時

月～金曜日
（祝・休日を除く）

消費生活相談○電 
消費生活上のトラブルに
関する相談（多重債務・
悪質商法ほか）

商工労政課商工労政係☎運９１４０
相談時間：１２時３０分～１３時３０分、１４時～１５時、
１５時３０分～１６時３０分

市役所２階市民相談室１２時３０分～
１６時３０分　

第２・第４水曜日
（祝・休日を除く）

就業支援相談○予 
キャリア・コンサルティ
ング、職業適性診断、職
業訓練相談など

廿日市市こども相談室☎荏８０６１９時３０分～
１６時３０分　

月～金曜日
（祝・休日を除く）教育相談○電 

錆（０１２０）０８０１１０（通話料無料）９時３０分～
１６時３０分　

月～金曜日
（祝・休日を除く）こどもいじめ１１０番○電 

月～金曜日（祝・休日を除く）　８時３０分～１７時

　

高齢者の総合相談○電 
介護予防や生活の中での
困りごと、介護保険、長
寿など

電話番号地域包括支援センター相談業務、
実態把握業務委託法人　　　　　ファクス番号電話番号地域包括支援センター

猿２３７７佐伯さつき会よしわせせらぎ園雲１９９９運９１５８地域包括支援センターはつかいち
演０４１５演２８２８地域包括支援センターさいき

瑛０２５０いもせ聚楽会宮島ふれあい駅１３０７詠０２５１地域包括支援センターおおの

診療時間９時～１８時　
１日梢祝 　アイビー眼科（宮内） ☎影３０３０
　　　　とうげ外科胃腸科（本町） ☎荏６２２０
２日梢水 　佐伯中央病院（内科）（津田） ☎演１１００
　　　　せいこう胃腸科外科医院（佐方） ☎荏００７０
３日梢木 　しげの整形外科スポーツクリニック（阿品三丁目） ☎欝３３３３
　　　　河村小児科（上平良） ☎影４１５３
６日梢日 　敬愛病院（内科）（中山） ☎悦３３３３
　　　　さくらクリニック（宮内） ☎曳２２０１
１３日梢日 　小浦眼科（宮島口一丁目） ☎悦００１１
　　　　ふじかわ心療内科クリニック（下平良一丁目） ☎叡００３５
１４日梢祝 　廿日市野村病院（内科）（宮内佐原田） ☎映２１１１
　　　　小山整形外科医院（大東） ☎荏５１００
２０日梢日 　アイビー眼科（宮内） ☎影３０３０
　　　　みたに泌尿器科クリニック（下平良一丁目） ☎雲５０００
２７日梢日 　しげの整形外科スポーツクリニック（阿品三丁目） ☎欝３３３３
　　　　ひらた耳鼻咽喉科・アレルギー科（天神） ☎叡３８２８
※当番医は変更する場合があります。受診の前に問い合わせてください
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●広島市立広島市民病院
　広島市中区基町７番３３号　☎０８２（２２１）２２９１
診療科　内科など（歯科・歯科口腔外科を除く）
診療時間　毎日実施（年末年始を含む）／２４時間
●広島口腔保健センター
　広島市中区富士見町１１番９号　☎０８２（２４１）４８６１
診療科　歯科
診療時間　日曜日、祝・休日、年末年始
　（１２月３０日梢日 ～平成２５年１月３日梢木 ）／９時～１５時
●年末年始の休日歯科診療
診療時間　９時～１５時
　１２月３０日梢日 　チャイルド歯科おとな・こども（新宮）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎荏９３０２
　１２月３１日梢月 　真鍋歯科医院（城内）　　　　☎荏６３３２
平成２５年
　１月２日梢水 　松原歯科医院（大野原）　　　☎駅０１３３
　１月３日梢木 　阿品台歯科医院（阿品台）　　☎曳３４５６

休日・夜間急患診療

相談あれこれ　　

●廿日市市休日・夜間急患診療所
　新宮一丁目１３番１号（あいプラザに併設）
　☎欝１０１１・鯖欝１６１４（診療時間内のみ）
診療科　内科（１５歳以上の人のみ）
診療時間　日曜日、祝・休日、１２月３０日梢日 ～平成２４年１月３日梢木 ／９時～２２時

月～土曜日／１９時～２２時
※電話による問い合わせは、２１時４５分まで
※支払う医療費には、時間外加算または休日加算が含まれます
＜診療所の利用についてお願い＞
○休日・夜間急患診療所は救急患者のための診療所です。急患でない場合
は、できるだけ通常の診療時間内にかかりつけ医で受診してください。
○受診の際は、健康保険の被保険者証を持参してください。
●広島市立舟入病院
　広島市中区舟入幸町１４番１１号　☎０８２（２３２）６１９５
診療科・診療時間
　内　科　月～金曜日／１７時３０分～２０時

※１２月３１日梢月 ～平成２５年１月４日梢金 ８時３０分までの間は２４時間
　小児科　毎日実施（年末年始を含む）／２４時間
　耳鼻咽喉科　土曜日のみ／１９時～２２時３０分

※１２月３１日梢月 ～平成２５年１月３日梢木 までの９時～１９時

問 合 せ ・ 予 約 先相 談 会 場開催時間開　催　日相　　　談

広報統計課広報統計係
☎運９１２１市役所２階市民相談室

９時３０分～
１４時３０分　
（受付は１４時
まで）

月・火・金曜日
（祝・休日を除く）

市民相談○電 
市政に関する要望や生活上
の困りごとなど

大野支所地域づくり推進課☎運２００５大野支所３２会議室１３時～１６時
（受付は１５時
３０分まで）

１月１６日昌行政相談
国や特殊法人に関する意見・
要望など 広報統計課広報統計係☎運９１２１市役所４階４０２会議室１月２４日昭

広報統計課広報統計係
☎運９１２１、☎欝０００１（内線１４９２）
受付開始：１月４日晶８時３０分から電話受付

市役所４階４０２会議室１３時～１６時１月９日昌・１５日昇・
２３日昌

無料法律相談○予 
弁護士による相談

広報統計課広報統計係☎運９１２１

市役所４階４０２会議室１３時～１６時１月１６日昌行政書士による無料相談
交通事故、相続・遺言、
離婚に関する相談 廿日市市市民

活動センター２階１０時～１６時１月１１日晶・１８日晶

広報統計課広報統計係☎運９１２１市役所４階４０２会議室１３時～１６時１月８日昇年金労働相談
社会保険労務士による相談

児童課児童家庭係☎運９１５３
児童相談所全国共通ダイヤル☎０５７０（０６４）０００市役所１階児童課８時３０分～

１７時１５分　
月～金曜日
（祝・休日を除く）

家庭児童相談○電 
要保護児童・虐待など

廿日市子育て支援センター
☎欝１６１２・鯖欝１６１３

廿日市子育て支援セン
ター（あいプラザ内）

８時３０分～
１７時１５分　

月～金曜日
（祝・休日を除く）

子育てに関する相談○電 　１０時～１２時、
１３時～１７時土・日曜日、祝・休日

大野子育て支援センター
☎鯖悦０３５６

大野子育て支援セン
ター（深江保育園内）９時～１５時月～金曜日

（祝・休日を除く）

水・木曜日（祝・休日を除く）１０時～１５時

電話育児相談○電 
市内各保育園で実施して
います

ファクス番号電話番号保育園名ファクス番号電話番号保育園名ファクス番号電話番号保育園名
荏７５２１雲１１６５平良雲１６３８雲０１１２廿日市荏５６０３荏０８５８佐方

映３２０５映６１２６宮園曳１６３６曳０６７１宮内映１６１６映６１３５原

曳６１１１曳０６１８阿品台東嬰３２６２嬰０２７３地御前荏５７０６荏０９７０串戸

演０９３９演０９５２津田焔０６７２焔０８３４友和曳４０３１曳０３５１阿品台西

悦０３５６悦０３２８深江猿２４６０猿２４７０吉和演００８６演０２０５浅原

益１５５８益１５５９梅原駅２００９駅２０５１いもせ駅２０１８駅２０２６池田

０８２７謁５８９８０８２７謁５５７１鳴川駅２０１０駅２０７３丸石
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◆人口と世帯数　　１２月１日現在　　（　　）は前月比
人口：１１７，９２５人（＋１人）　男性：５６，６０４人（−１０人）　女性：６１，３２１人（＋１１人）　世帯数：４９，１９３世帯（＋２１世帯）

●市政ラジオ放送　ＦＭはつかいち　７６.１ＭＨz
月～金曜日　８：４０～８：５５　１３：１０～１３：２５　１７：１０～１７：２５　土曜日　９：１０～９：２５

広報はつかいち　 　発行　廿日市市　〒７３８-８５０１　広島県廿日市市下平良一丁目１１番１号　☎０８２９欝０００１廠・鯖０８２９荏１０５９
                                 編集　分権政策部　広報統計課　広報統計係
                                 ホームページアドレス　http://www.city.hatsukaichi.hiroshima.jp/
                                 フェイスブックアドレス　http://www.facebook.com/hatsukaichicity

編
集
後
記

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
今
年
も
「
広
報
は
つ
か

い
ち
」
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
月
号
の
表
紙
、
カ
キ
の
抑
制
棚

は
、
廿
日
市
市
民
に
と
っ
て
は
見
慣

れ
た
風
景
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
ふ
と
足
を
止
め
る
と
、
い
つ
も

と
違
っ
た
表
情
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

昨
年
は
年
間
４
０
０
万
人
を
超
え

る
観
光
客
が
宮
島
に
訪
れ
ま
し
た
が
、

訪
れ
た
人
が
こ
の
ま
ち
か
ら
持
ち
帰

る
の
は
、
き
っ
と
そ
れ
ぞ
れ
に
違
っ

た
風
景
の
は
ず
で
す
。

　

「
地
域
資
源
は
ど
こ
の
地
域
に
も

必
ず
存
在
す
る
も
の
で
す
が
、
意
外

と
気
付
き
に
く
い
も
の
」
と
は
取
材

先
で
聞
い
た
言
葉
。

　

当
た
り
前
に
そ
こ
に
存
在
す
る
も

の
の
価
値
を
も
う
一
度
考
え
て
見
る

と
素
晴
ら
し
い
発
見
が
あ
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
新
し
い
年
の
始
ま
り
で
す

ね
。
皆
さ
ん
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い

一
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。

 

 

川
辺

　

この広報紙は環境に優しい古紙を利用した再生紙と、大豆油インクを使用しています。 12

日
本
で
唯
一
宮
島
だ
け
に
生
息
す
る

ミ
ヤ
ジ
マ
ト
ン
ボ
。

そ
れ
は
、

汽
水
域
（
潮
汐
湿
地
）
で
し
か
生
き
ら
れ
な
い
、

か
弱
き
生
き
物
で
す
―
。

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
後
の

環
境
保
全
の
在
り
方
を
探
る
―

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

宮
島
の
湿
地
が
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約

に
登
録
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
記
念

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
、　

月　

日
宮
島
小

１１

２３

学
校
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
約

１
０
０
人
が
県
内
外
か
ら
参
加
し
、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
船
上
見

学
を
通
じ
て
、
登
録
後
の
環
境
保
全

の
在
り
方
を
探
り
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
で
は
、
阪
南
大
国
際
観

光
学
部
の
森
重
昌
之
准
教
授
が
、
国

内
登
録
地
の
保
全
活
動
や
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
活
動
に
つ
い
て
、
ミ
ヤ
ジ
マ
ト
ン

ボ
保
護
管
理
連
絡
協
議
会
の
坂
本
充

会
長
が
、
ミ
ヤ
ジ
マ
ト
ン
ボ
が
こ
の
地

に
生
き
残
っ
た
理
由
な
ど
を
紹
介
し

ま
し
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
パ

ネ
ラ
ー
５
人
が
加
わ
り
、
自
然
環
境

資
源
の
「
解
放
と
保
護
」
に
向
け
た

新
た
な
ス
タ
ン
ス
の
形
成
や
、
観
光
と

の
共
有
、
次
世
代
の
担
い
手
育
成
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
登
録
地

の
環
境
管
理
と
活
用
に
向
け
て
の
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
と
は
国
際
的
に

重
要
な
湿
地
や
、
そ
こ
に
住
む
動
植

物
の
保
全
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的

に
１
９
７
５
年
に
発
効
。
日
本
で
既

に
登
録
さ
れ
て
い
る
湿
地
は　

カ
所

４６

で
す
（
平
成　

年
７
月
現
在
）。

２４

　

ミ
ヤ
ジ
マ
ト
ン
ボ
は
、
環
境
省
と

広
島
県
の
絶
滅
危
惧
種
Ⅰ
類
に
分
類

さ
れ
、
日
本
で
唯
一
宮
島
だ
け
に
生

息
し
て
い
ま
す
。

広島工業大学教授
うえしま・ひでき　　

上嶋　英機さん

ミヤジマトンボ保護管理
連絡協議会会長

さかもと・みつる　　

坂本　充さん

阪南大国際観光学部
准教授

もりしげ・まさゆき　　

森重　昌之さん

環境省中国四国地方
環境事務所長

みずたに・ともお　　

水谷　知生さん

秋吉台科学博物館
名誉館長

くらもと・ただし　　

庫本　正さん

広島大学大学院
総合科学研究科准教授

フンク・カロリンさん

広島大学名誉教授
せき・たろう　　

関　太郎さん 成熟したミヤジマトンボ（オス）。体長は
約５㎝、胴体に白や黒の斑点があるのが特
徴。他のトンボのヤゴがいるとミヤジマト
ンボのヤゴは捕食されてしまうため、他の
ヤゴが生きられない海水と混じり合う汽水
域という特殊な環境でしか生息できない。
写真提供　環境省中国四国地方環境事務所

問合せ
　地域環境創造室
　環境推進係　☎運９１４７

目の不自由な人のために

●「広報はつかいち」のカセット

　テープ、デイジー図書、点訳本
　があります。
問合せ　廿日市市社会福祉協議会
　　　　緯欝０２９４
●音声読み上げのための「広報は
　つかいち」のテキスト版をホー
　ムページに掲載しています。
問合せ　広報統計課　広報統計係
　　　　緯運９１２１




